
奥
三
河
に
沿
け
る
木
地
屋
集
落
の
変
貌

ー
ー
ー
井
山
を
事
例
と
し
て
|
|

田

t田

久

夫

一
、
は
じ
め
に
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木
地
屋
お
よ
び
木
地
屋
集
落
に
関
す
る
研
究
は
、
従
来
よ
り
等
閑
視
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
理
由
は
多
々
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
研
究
対

象
に
対
し
て
、
資
料
が
非
常
に
少
な
い
こ
と
が
最
大
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
と
く
に
他
の
諾
関
連
分
野
|
|
民
俗
学
な
ど
l
ー
ー
と
は
異
な

り
、
古
文
書
な
ど
の
諾
資
料
を
重
視
す
る
歴
史
地
理
学
の
場
合
、
適
当
な
資
料
が
見
出
さ
れ
な
い
た
め
か
、
そ
の
研
究
が
皆
無
に
等
し
い

と
い
う
の
が
実
情
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
山
地
の
開
発
と
い
う
点
だ
け
に
焦
点
を
合
わ
せ
て
も
、
江
戸
中
期
以
降
の
木
地
屋
の
果
し

た
役
割
は
、
無
視
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

本
稿
は
、
蛭
谷
お
よ
び
君
ケ
畑
に
残
存
す
る
『
氏
子
狩
帳
』
な
ど
を
主
た
る
史
料
と
し
て
使
用
し
つ
つ
、
か
か
る
状
況
を
改
善
し
よ
う

と
試
み
る
筆
者
の
一
連
の
研
究
の
一
部
を
構
成
す
る
も
の
で
あ
る
。
今
回
、
そ
れ
ら
を
よ
り
体
系
的
に
把
握
す
る
た
め
に
、
従
来
か
ら
の

筆
者
の
木
地
屋
お
よ
び
木
地
屋
集
落
に
関
す
る
研
究
を
、
大
ま
か
に
分
類
す
る
と
、
以
下
の
三
つ
に
区
分
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
判
、
ゎ

が
国
に
お
け
る
山
村
研
究
の
な
か
で
の
木
地
屋
集
落
の
位
置
づ
け
に
関
す
る
も
の
ハ
1
〉
、
倒
、

木
地
屋
に
関
し
て
は
、

唯
一
の
全
国
的
な
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規
模
の
史
料
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
蛭
谷
お
よ
び
君
ケ
畑
の
両
『
氏
子
狩
帳
』

か
ら
の
統
計
的
な
分
析
に
関
す
る
も
の
(
2
u
、
。
、

個
々
の

事
例
研
究
と
し
て
の
木
地
屋
集
落
の
ム
ラ
ヅ
グ
リ
な
ら
び
に
そ
の
変
貌
に
関
す
る
も
の
ハ
3
u
、
に
分
け
ら
れ
る
。

本
稿
は
、

以
上
の
三
分

類
の
う
ち
仰
に
属
す
る
も
の
で
、
岐
阜
・
長
野
・
静
岡
の
三
県
に
接
す
る
奥
三
河
に
お
け
る
事
例
研
究
で
あ
る
。

ニ
、
地
域
の
概
略

研
究
対
象
地
域
で
あ
る
奥
三
河
と
は
、
東
三
河
平
野
(
豊
橋
平
野
)
の
北
方
に
拡
が
る
山
間
部
で
、
三
河
高
原
の
南
端
に
あ
た
る
。
中

央
部
に
は
、
愛
知
県
北
設
楽
郡
の
山
中
に
そ
の
源
を
も
っ
豊
川
が
、
北
東
部
に
は
、
中
部
天
竜
川
が
、
西
部
に
は
矢
作
川
が
南
西
方
向
に

流
れ
て
い
る
。
以
上
の
三
河
川
に
挟
ま
れ
た
対
象
地
域
の
中
央
に
は
、
木
曽
山
脈
が
伸
び
て
お
り
、
茶
臼
山
な
ど
一

0
0
0メ
ー
ト
ル
級

の
山
々
が
連
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
木
曽
山
脈
の
山
々
は
、
上
述
の
三
河
川
の
分
水
嶺
と
な
っ
て
お
り
、
第
一
図
に
み
ら
れ
る
如
く
、

大
入
川
・
大
千
瀬
川
・
寒
狭
川
お
よ
び
名
倉
川
の
各
支
流
を
形
成
し
て
い
る
。

こ
の
地
域
内
の
木
地
屋
の
ム
ラ
は
、
例
え
ば
中
部
天
竜
川
の
支
流
大
入
川
流
域
で
あ
れ
ば
猪
古
里
・
坂
字
場
・
宇
連
・
津
具
な
ど
と
い

う
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
河
川
の
上
流
域
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
が
、
こ
の
第
一
図
よ
り
明
確
に
認
め
ら
れ
る
。
か
か
る
点
が
、
当
地
域

の
木
地
屋
の
ム
ラ
・
ム
ラ
の
分
布
の
特
色
と
も
な
っ
て
い
る
ハ
4
u
o

さ
ら
に
、
木
地
山
・
月
ケ
平
・
中
固
な
ど
の
ム
ラ
は
、
蛭
谷
・
君
ケ
畑
の
両
『
氏
子
狩
帳
』
に
は
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
現
在
で
は
人

家
、
が
全
く
確
認
で
き
な
い
い
わ
ゆ
る
廃
村
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
に
お
い
て
、
旧
村
に
残
存
し
て
い
る
史
料
か

ら
判
明
す
る
よ
う
に
、

木
地
屋
が
中
心
に
な
っ
て
開
拓
し
た
新
田
集
落
で
あ
る
桑
平
(
5
U

の
如
く
、

蛭
谷
・
君
ケ
畑
の
両
『
氏
子
狩
帳
』

の
記
載
が
全
く
存
在
し
な
い
と
い
う
事
例
も
見
受
け
ら
れ
る
。
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第1図地域概略図

出所:杉本寿(1972)Il'木地師支配制度の研究~ (ミネルヴァ書房)

橋本鉄男(1970)Il'木地屋の移住史第一分間~ (民俗文化研究会)より

以
上
に
略
述
し
た
よ
う
に
、
奥
三
河
の
自
然
的

諸
条
件
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
当
地
域
の
木
地
屋

は
、
何
頃
か
ら
ム
ラ
ヅ
ク
リ
を
開
始
し
、
定
着
を

お
こ
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
第
一
図
に
図
示
し

た
奥
三
河
の
木
地
屋
の
ム
ラ
の
う
ち
、
そ
の
西
部

に
位
置
す
る
設
楽
町
の
場
合
を
と
く
に
事
例
と
し

て
選
定
し
て
、
検
討
を
試
み
た
の
が
第
一
表
で
あ

る
。
こ
の
第
一
表
は
、
蛭
谷
・
君
ケ
畑
に
残
存
す
る

両
氏
子
狩
帳
に
よ
っ
て
、
こ
の
地
域
に
該
当
す
る

記
載
を
抽
出
し
て
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の

表
か
ら
、
設
楽
町
に
は
、
享
保
二

O
年
(
一
七

五
)
よ
り
木
地
屋
が
定
着
を
開
始
し
だ
し
て
き
た

」
と
が
判
明
す
る
。
ま
た
、
こ
の
第
一
表
内
の
数

字
は
、
木
地
屋
の
戸
主
人
員
つ
ま
り
こ
の
場
合
で

は
戸
数
を
表
示
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の

数
値
を
判
読
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
木
地
屋
の
ム

ラ
の
規
模
を
推
定
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
そ
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第1表設楽町における木地屋の変遷

l平山!神田|ぷl清水|字連|松戸l田峯l湯谷!段戸
*享保20(1735) X2 

元文 5(1740) x 1 

延享 2(1745) X4 

宝暦 6(1756) X8 

宝暦11(1761) X3 

明和 2(1765) X4 

明和 7(1770) x2 

安永 4(1775) x2 x2 

*安永 9(178ω x2 

天明 6(1786) x2 x2 x2 

寛政11(1799) x7 

寛政12(180ω x2 x2 x 1 

文化 5(1808) x2 x4 x 1 

文政 9(1826) x 1 x9 x4 x 1 

*天保 1(1830) xI0 

天保 3(1832) x 1 x 1 x2 x 1 

弘化 2(1845) x 1 x 1 xl 

弘化 3(1846) x 1 x 3 x5 

明治 5(1872) x 1 x 1 x 1 x 1 

明治 6(1873) x 1 

* 蛭谷氏子狩帳記載。他は君ケ畑氏子狩帳記載。数字は戸主人員を示す。
*1 現在は納庫と表記。
出所:杉本 (1972)

橋本 (1970)

x 1 



れ
に
よ
る
と
、
二
と
か
一
と
い
う
数
値
が
大
部
分
を
占
め
、
最
大
の
も
の
で
も
天
保
元
年
(
一
八
三

O
)
の
宇
連
の
一

O
に
過
ぎ
な
い
官
〉
O

す
な
わ
ち
最
大
の
場
合
に
お
い
て
さ
え
も
、
こ
の
表
か
ら
み
る
か
ぎ
り
で
は
、

一
ム
ラ
当
り
の
木
地
屋
の
戸
数
は
一

O
戸
を
超
え
な
い
こ

と
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
こ
れ
ら
を
直
ち
に
集
落
と
い
う
概
念
で
把
握
す
る
こ
と
は
、
早
計
と
い
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
わ
れ
る
。
が
、
し
か
し
な
が
ら
、
例
え
ば
田
峯
の
事
例
の
よ
う
に
、
既
存
の
ム
ラ
に
木
地
屋
、
が
入
り
こ
ん
だ
場
合
、
あ
る
い

は
段
戸
の
よ
う
に
、
開
拓
当
初
か
ら
木
地
屋
の
み
が
入
植
し
て
い
た
ム
ラ
〈
こ
の
場
合
、
両
『
氏
子
狩
帳
』
か
ら
の
み
で
は
二
戸
し
か
記

さ
れ
て
い
な
い
が
、
検
地
帳
・
田
峯
日
光
寺
の
過
去
帳
な
ど
よ
り
判
明
)
の
二
通
り
の
場
合
も
存
在
す
る
。
か
よ
う
な
事
実
か
ら
、
さ
ら
に

よ
り
多
く
の
事
例
を
収
集
し
て
、
厳
密
に
木
地
屋
の
ム
ラ
と
い
う
概
念
を
提
出
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
た
だ
、
こ
の
設
楽
町
の
木
地
屋

の
場
合
は
、
こ
の
前
者
す
な
わ
ち
既
存
の
ム
ラ
ま
た
は
そ
の
周
辺
に
木
地
屋
が
定
着
し
た
場
合
が
多
い
の
で
は
な
い
か
、
と
推
測
し
て
い

奥三河における木地屋集落の変貌

る。
さ
ら
に
、

一
度
ム
ラ
ヅ
ク
リ
を
し
て
定
着
を
開
始
す
れ
ば
、
前
述
の
桑
平
の
事
例
の
よ
う
に
、
農
業
に
従
事
す
る
の
は
む
し
ろ
例
外

で
、
や
は
り
木
地
屋
を
専
業
と
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
例
え
ば
平
山
に
は
、
木
地
屋
が
、
享
保
二

O
年
(
一
七
三
五
〉
か
ら
延
享
二
年

(
一
七
四
五
)
ま
で
文
政
九
年
(
一
八
二
六
)
か
ら
天
保
三
年
(
一
八
三
二
)
ま
で
の
二
回
居
住
し
て
い
た
こ
と
が
、
『
氏
子
狩
帳
』
の
記
載
に

よ
っ
て
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
平
山
の
事
例
に
典
型
的
に
み
ら
れ
る
如
く
、
木
地
屋
は
、

ト
チ
・
ブ
ナ
・
ケ
ヤ
キ
な
ど
の
原
木
で
あ
る
落
葉

広
葉
樹
が
不
足
す
れ
ば
、
原
木
を
求
め
て
移
動
す
る
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
と
推
定
で
き
る
。
こ
の
平
山
と
同
様
の
事
例
は
、
矢
作
川
の

支
流
名
倉
川
上
流
に
位
置
す
る
清
水
の
木
地
屋
に
つ
い
て
も
、
該
当
す
る
。
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こ
の
よ
う
に
木
地
屋
が
付
近
の
山
中
を
移
動
す
る
と
い
う
類
似
し
た
事
例
は
、

他
の
史
料
ハ
7
v
か
ら
も
把
握
可
能
で
あ
る
。
そ
の
史
料

の
一
部
を
引
用
す
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。
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奉
願
上
口
上
之
覚

一
、
両
村
入
会
山
立
木
茂
り
猪
鹿
住
田
畑
荒
し
百
姓
共
難
儀
仕
候
去
年
β
他
領
宇
連
村
の
内
栃
回
江
江
州
β
木
地
挽
参
羅
在
木
地
挽
申
侯
処
最
早
彼
山

之
内
に
挽
申
候
木
無
御
座
侯
故
当
両
村
入
会
山
之
内
に
有
之
候
訓
剖
削
剥
重
申
候
に
寸
右
木
地
挽
家
内
L
人
男
四
人
当
刈
別
利
剥
刑
判
ゴ
市
制
山
之

イ

ノ

女

四

人

内
に
差
置
木
地
為
挽
申
度
奉
願
上
候
以
下
省
略
(
傍
線
筆
者
)

こ
の
古
文
書
に
よ
る
と
、
近
く
の
宇
連
村
(
現
豊
根
村
〉
に
居
住
し
て
い
た
木
地
屋
の
一
家
族
を
、
貝
津
村
・
川
口
村
(
現
設
楽
町
〉

の
組
頭
・
庄
屋
が
借
り
受
け
、
猪
・
鹿
の
害
を
防
止
す
る
た
め
、
ブ
ナ
の
木
を
伐
採
さ
せ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ブ
ナ
の
伐
採
を
木

地
屋
に
依
頼
し
た
の
は
、
伐
採
し
た
原
木
を
木
地
屋
が
椀
・
盆
な
ど
の
木
地
製
品
製
造
の
た
め
に
使
用
す
る
こ
と
か
ら
、
配
慮
し
た
も
の

で
あ
ろ
う
と
看
倣
さ
れ
る
。

奥
三
河
の
木
地
屋
の
様
子
を
よ
り
よ
く
把
握
し
よ
う
と
す
る
観
点
か
ら
、
設
楽
町
の
木
地
屋
を
事
例
に
と
っ
て
上
述
し
て
き
た
こ
と
に

よ
っ
て
も
容
易
に
理
解
で
き
る
よ
う
に
、
当
地
域
の
木
地
屋
は
、
江
戸
時
代
中
頃
か
ら
ム
ラ
ヅ
ク
リ
・
定
着
と
い
う
。
プ
ロ
セ
ス
を
と
る
も

の
が
増
加
し
て
く
る
。
な
お
、
第
一
図
か
ら
判
明
し
て
い
る
よ
う
に
、
当
地
域
の
多
く
の
木
地
屋
の
ム
ラ
が
君
ケ
畑
系
で
あ
る
こ
と
は
、

こ
の
地
域
の
木
地
屋
の
ム
ラ
の
特
色
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
稲
橋
・
宇
連
・
下
黒
川
な
ど
の
事
例
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
蛭
谷
・
君

ケ
畑
の
両
方
の
氏
子
巡
回
に
寄
進
し
て
い
る
ム
ラ
も
あ
り
、
通
説
の
よ
う
に
、
蛭
谷
・
君
ケ
畑
の
木
地
屋
と
い
う
よ
う
に
両
極
に
分
離
し

て
い
な
い
点
は
、
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
ハ
8
3
さ
ら
に
、

第
一
図
か
ら
判
明
す
る
よ
う
に
、

木
地
山
・
月
ケ
平
・
中
田
な
ど
典
型
的
に

み
ら
れ
る
如
く
、
廃
村
が
か
な
り
多
い
の
は
、
元
来
、
原
木
を
求
め
て
移
動
し
て
い
た
木
地
屋
の
移
動
性
を
想
起
さ
せ
る
一
面
か
と
も
考

え
ら
れ
興
味
ぶ
か
い
。



三
、
ム
ラ
ヅ
ク
リ
の
プ
ロ
セ
ス

上
述
し
た
よ
う
な
特
色
を
有
す
る
奥
三
河
の
木
地
屋
の
ム
ラ
の
典
型
的
な
事
例
と
し
て
、
井
山
を
と
り
あ
げ
、
以
下
に
お
い
て
検
討
を

試
み
た
い
。
井
山
は
、
廃
村
と
な
っ
て
か
ら
か
な
り
の
年
月
が
経
過
し
て
お
り
、
昔
の
面
影
は
現
在
で
は
全
く
認
め
ら
れ
な
い
。
し
か
し

な
が
ら
、
そ
の
全
盛
期
に
は
、
奥
三
河
の
各
地
か
ら
木
地
屋
が
結
集
し
、
非
常
に
盛
え
た
ム
ラ
で
あ
っ
た
。

井
山
は
、
第
一
図
か
ら
も
明
白
な
よ
う
に
、
名
倉
川
の
一
支
流
横
川
の
上
流
域
に
位
置
す
る
ム
ラ
で
あ
っ
た
。
こ
の
地
域
一
帯
は
、
江

戸
時
代
の
中
・
後
期
に
は
、
幕
府
の
御
林
と
な
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
以
前
は
、
一
百
姓
の
持
山
す
な
わ
ち
旧
稲
橋
村
の
入
会
山
で
あ
っ
た
す
U
O

し
た
が
っ
て
、
こ
の
江
戸
時
代
の
中
・
後
期
を
通
し
て
は
、
こ
の
地
域
内
に
全
く
立
入
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、

奥三河における木地屋集落の変貌

明
治
六
年
河
港
道
路
規
則
の
改
正
と
同
時
に
い
わ
ゆ
る
山
林
の
官
普
請
が
廃
止
と
決
定
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
翌
年
に
官
有
林
払
下
げ
の
申

請
を
当
局
に
提
出
し
た
の
で
あ
る
が
、
同
九
年
に
残
念
な
が
ら
却
下
と
な
っ
た

av
し
か
し
な
が
ら
、

翌
一

O
年
以
降
再
三
・
再
四
の

払
下
げ
の
出
願
を
続
け
、

明
治
一
六
年
に
約
一

O
年
の
年
月
を
か
け
て
や
っ
と
払
下
げ
が
確
定
し
た
の
で
あ
っ
た
(
巴
。

そ
の
払
下
げ
の

概
要
は
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

稲
橋
村
字
弁
山
官
林
御
払
下
願
込
)

字
井
山
官
林

一
、
山
四
百
O
八
町
歩

此
代
金
百
弐
拾
七
円
拾
六
銭
八
厘

但
一
反
歩
ニ
付
三
銭
一
一
陸
一
毛
六
七

此
立
木
、
壱
万
千
O
弐
拾
四
本

231 
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栂

内
此
代
金
弐
拾
円
八
十
弐
銭
四
厘

九
寸
以
下
三
百
六
一
本
此
三
十
六
束
但
三
尺
縄
〆

代
価
金
七
銭
ニ
厘
但
一
束
ニ
付
金
二
厘

一
尺
回
り
長
一
間
千
六
百
十
二
本

代
金
三
円
二
十
二
銭
四
厘
但
一
本
ニ
付
金
二
厘

三
尺
回
リ
長
一
間
半
百
九
十
本

代
金
五
十
七
銭
但
一
本
ニ
付
金
二
一
陸

九
寸
以
下
回
百
五
十
本
此
四
十
五
束
但
三
尺
縄
〆

代
金
九
銭
但
一
本
ニ
付
金
二
厘

一
尺
回
リ
長
一
間
二
千

O
十
四
本

代
金
四
円
二
銭
八
厘
但
一
本
ニ
付
金
二
厘

六
尺
回
リ
長
二
間
百
三
十
二
本

代
金
六
十
六
銭
但
一
本
山
一
付
金
五
厘

九
寸
以
下
九
百
八
十
九
本
此
九
十
八
束
九
分

代
金
十
九
銭
但
一
束
ニ
付
二
厘

一
尺
回
リ
長
一
間
二
千
七
百
十
八
本

代
金
六
円
三
十
五
銭
四
厘
但
一
本
ニ
付
三
厘

六
尺
回
リ
長
一
間
四
百
四
十
本

代
金
二
円
二
十
銭
但
一
本
ニ
付
金
五
麗

合
金
百
四
十
九
円
九
十
九
銭
ニ
犀

縦栃雑

但
三
尺
縄
〆

以
下
省
略

こ
こ
に
引
用
し
た
史
料
か
ら
判
明
す
る
よ
う
に
、
わ
ず
か
百
四
十
九
円
九
十
九
銭
二
厘
と
い
う
代
価
で
、
官
林
の
払
下
げ
を
受
け
た
の



で
あ
る
。
そ
の
時
、

数
回
に
重
な
る
払
下
げ
の
申
請
に
大
き
く
貢
献
し
た
の
が
稲
橋
在
住
の
豪
農
古
橋
陣
見

auで
あ
っ
た
。

か
よ
う
に

し
て
払
下
げ
を
受
け
た
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
払
下
げ
ら
れ
た
山
林
は
、
こ
の
史
料
に
ら
れ
る
よ
う
に
、

モ
ミ
・
ツ
ガ
・
ト
チ
な
ど
を
中

心
と
す
る
雑
木
ば
か
り
で
あ
り
、

ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
な
ど
の
美
林
は
全
く
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
払
下
げ
を
中
心
に
行
っ
た
前
述
の
古
橋
は

、
自
ら
が
中
心
と
な
り
、

モ
ミ
・
ツ
ガ
・
ト
チ
な
ど
の
雑
木
を
取
払
う
い

植
林
百
年
計
画
自
〉
な
る
も
の
を
企
画
し
た
。

」
の
計
画
は
、

わ
ゆ
る
「
地
明
」
を
実
施
し
た
後
に
、

ス
ギ
を
中
心
と
す
る
針
葉
樹
林
を
植
林
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
企
画
に
お
い
て
、

「
地
明
」
の
作
業
を
担
当
し
た
の
が
奥
三
河
に
居
住
す
る
木
地
屋
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
木
地
屋
側
と
す
れ
ば
、
雑
木
を
伐
採
す
る
代

わ
り
に
、
そ
の
伐
採
し
た
原
木
を
木
地
製
造
に
使
用
で
き
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
こ
の
井
山
に
続
々

と
木
地
屋
が
入
植
を
開
始
し
た
の
で
あ
っ
た
。
当
時
、
奥
三
河
の
各
地
か
ら
結
集
し
た
木
地
屋
が
形
成
し
た
ム
ラ
が
、
今
回
の
研
究
対
象

奥三河における木地屋集落の変貌

と
な
っ
て
い
る
木
地
屋
集
落
井
山
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
明
治
一
八
年
の
夏
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
約
一
年
後
の
一
九
年
に
、
井
山
の

木
地
屋
達
は
、
役
場
に
寄
留
屈
を
提
出
し
て
い
る
ハ
5
0
そ
れ
を
み
る
と
、
当
弁
山
に
木
地
屋
が
最
初
に
入
植
し
た
の
は
、
大
蔵
喜
三
郎
・

大
蔵
磯
次
郎
・
大
蔵
宗
右
ヱ
門
を
は
じ
め
と
す
る
九
名
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
続
々
と
木
地
屋
が
井
山
に
結
集
し
始
め
、
寄
留
届
だ
け
で

」
の
寄
留
届
に
記
入
さ
れ
て
い
る
以
外
に
、

若
干
の
木

も
合
計
一
六
名
を
数
え
る
よ
う
に
な
っ
た
(
想
。
し
か
し
な
が
ら
、
実
際
に
は
、

地
屋
が
入
植
を
行
っ
て
お
り
、
木
地
屋
が
全
盛
期
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
明
治
中
頃
に
は
、
二

O
以
上
の
戸
数
を
も
っ
ム
ラ
へ
の
成
長
し

て
い
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
木
地
屋
集
落
井
山
の
ム
ラ
ヅ
ク
リ
の
プ
ロ
セ
ン
を
辿
っ
て
く
る
と
、
前
述
し
た
如
く
、
地
方
の
豪
農
で
あ
っ
た
古
橋
家

233 

の
助
力
を
見
逃
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
古
橋
家
の
一
族
が
井
山
に
美
濃
屋
と
い
う
木
地
問
屋
を
開

屈
し
、
当
地
で
製
作
さ
れ
た
木
地
製
品
を
一
手
に
買
上
げ
て
い
た
事
実
か
ら
も
伺
え
る
。
か
よ
う
な
理
由
に
よ
っ
て
、
井
山
の
ム
ラ
ヅ
グ
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リ
は
、
奥
三
河
に
居
住
す
る
木
地
屋
が
主
体
的
に
実
施
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
点
が
、
他
の
木
地
屋
の
ム
ラ
に
は
全
く
認
め
ら
れ

な
い
、
井
山
独
自
の
特
色
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

回
、
井
山
の
復
元

名
倉
川
の
一
支
流
横
川
の
上
流
約
三
・
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
現
在
の
愛
知
県
山
林
事
務
所
付
近
に
、
井
山
は
位
置
し
て
い
た
。
こ
の
井

山
は
、
前
頃
で
述
べ
た
如
く
、
奥
三
河
の
豪
農
古
橋
家
の
影
響
を
多
大
に
受
け
て
い
る
と
い
う
大
変
特
異
な
ム
ラ
で
あ
っ
た
。
か
か
る
事

情
は
、
稲
武
町
森
林
組
合
所
蔵
の
「
稲
橋
区
有
林
之
概
要
」
と
い
う
文
書
に
よ
れ
ば
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

往
古
ヨ
リ
稲
橋
村
ニ
ハ
木
地
(
主
ト
シ
テ
盆
類
椀
類
ヲ
製
出
セ
リ
)
製
作
所
ア
リ
シ
ガ
久
シ
グ
中
絶
セ
リ
而
テ
明
治
十
六
年
中
字
井
山
ノ
切
山

(
地
明
ノ
為
ニ
雑
木
等
ヲ
伐
採
焼
棄
シ
又
ハ
立
枯
シ
巻
枯
ス
)
事
業
ヲ
創
始
セ
シ
ヨ
リ
滋
ノ
年
又
廃
物
利
用
ノ
事
業
ヲ
講
ジ
其
伐
採
ヲ
放
棄
ス
ル
ヲ
惜

ミ
再
ピ
木
地
製
造
業
ヲ
開
始
セ
ン
ト
シ
際
見
翁
古
橋
信
三
郎
民
ニ
説
キ
更
-
一
一
其
業
ヲ
創
始
セ
リ
而
テ
之
レ
ガ
職
工
及
蒔
絵
師
等
ハ
会
津
又
ハ
紀
州
其

他
ヨ
リ
招
聴
シ
以
下
省
略

こ
の
よ
う
に
し
て
、
井
山
に
お
い
て
は
、
木
地
屋
が
製
造
す
る
い
わ
ゆ
る
白
木
地
か
ら
漆
を
か
け
た
完
成
品
ま
で
、

一
貫
し
て
製
造
が

現
地
で
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
第
二
表
は
、

ム
ラ
ヅ
ク
リ
後
の
井
山
に
入
植
し
た
木
地
屋
の
う
ち
、
そ
の
在
住
期
聞
が
判
明
し
た
も
の
の
み
に
つ
い
て
、
表
示

し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
第
二
表
に
よ
る
と
、
明
治
二
五
年
頃
が
井
山
に
お
け
る
木
地
製
造
業
の
最
盛
期
と
考
え
ら
れ
、
同
二
九
年
頃
を

境
に
し
て
、
原
木
を
伐
採
し
て
し
ま
っ
た
た
め
か
続
々
と
井
山
を
離
れ
て
い
っ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
白
〉
O

そ
こ
で
、
木
地
屋
の
ム
ラ
と
し
て
の
井
山
の
実
態
を
さ
ら
に
詳
細
に
把
握
す
る
た
め
に
、
そ
の
全
盛
期
と
思
わ
れ
る
明
治
二
五
年
前
後

の
井
山
に
お
け
る
家
屋
配
置
の
復
元
を
試
み
た
。
こ
の
第
二
図
に
よ
れ
ば
、
戸
数
は
総
計
二
三
戸
に
達
し
て
い
る
。
そ
の
数
値
は
、
前
述
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井山における木地屋の在住期間

出所・稲武町役場資料より作成
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第2表

の
役
場
に
提
出
さ
れ
た
寄
留
届
の
戸
数
よ

り
も
若
干
増
加
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
前

頃
で
も
既
に
ふ
れ
た
如
く
、
寄
留
届
を
提

出
し
て
い
な
い
木
地
屋
が
井
山
に
住
み
つ

い
て
、
木
地
業
を
営
ん
で
い
る
こ
と
か
ら

生
じ
た
結
果
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
次

に
、
で
は
、
こ
の
よ
う
に
多
く
の
木
地
屋

が
定
着
し
ム
ラ
を
形
成
し
た
井
山
の
自
然

環
境
は
、
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う

か
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
現
在
廃
村
と

な
っ
て
お
り
、
明
確
に
は
把
握
で
き
な
い

が
、
第
二
図
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、

ム
一
フ

の
前
面
に
は
横
川
が
東
か
ら
西
の
方
向
に

流
れ
、
そ
の
背
後
に
は
、
ま
る
で
ム
ラ
を

一
望
す
る
か
の
よ
う
に
、
山
の
神
が
鎮
座

し
て
い
た
。
ま
た
、

ム
ラ
の
中
央
付
近
に

は
、
唯
一
の
共
同
井
戸
が
あ
り
、
集
落
は
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本分(家1

口一口
園美濃屋(木地問屋)

図大蔵姓

園小椋姓

口その他の木地屋

番号は第2表と関連

第2図 井山の家屋配置の復元模式図

出所:稲武町役場，同教育委員会の資料より作成

水
に
恵
ま
れ
た
地
点
に
立
地
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
家
屋
配
置
を
概

観
す
る
と
、
大
蔵
お
よ
び
小
掠
の
両
姓
が
各
々
九
・
三
戸
数
え
ら
れ
、

こ
の
両
姓
の
み
で
も
ム
ラ
の
過
半
数
を
わ
ず
か
に
超
え
る
。
こ
の
点
か

ら
も
、
井
山
は
、
木
地
屋
の
ム
ラ
と
し
て
の
特
色
を
よ
く
表
現
し
て
い

る
と
思
わ
れ
る
。

さ
ら
に
、
第
二
図
の
右
下
付
近
に
位
置
す
る
美
濃
屋
と
い
う
木
地
問

屋
は
、
そ
の
経
営
者
が
前
述
の
古
橋
家
の
一
族
で
、
美
濃
国
恵
那
郡
中

津
川
現
岐
阜
県
)
で
天
保
年
間
よ
り
木
地
製
品
を
扱
っ
て
い
た
木
地
問

屋
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
稲
橋
で
木
地
問
屋
を
経
営
す
る
よ
う
に
な

り
、
そ
の
支
居
を
井
山
に
出
し
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
美
濃

屋
が
木
地
屋
の
製
作
し
た
製
品
の
販
売
と
米
な
ど
の
生
活
必
需
品
の
供

給
を
木
地
屋
に
お
こ
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る

az

第
二
図
中
矢
印
で
図
示
し
た
の
は
、
本
l
分
家
関
係
で
あ
る
。
わ
ず

か
入
植
を
開
始
し
て
一

O
年
も
経
過
し
て
い
な
い
の
に
、
分
家
を
出
し

て
い
る
と
い
う
事
実
は
、
当
時
の
井
山
に
お
け
る
木
地
業
の
繁
栄
の
結

果
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
、
木
地
屋
が
井
山
に
居
住
中
に
結

婚
し
た
事
例
は
、
役
場
の
資
料
な
ど
か
ら
五
例
確
認
で
き
る
。
そ
の
内



わ
け
は
、
嫁
入
り
婚
が
三
、
婿
入
り
婚
が
二
例
で
あ
り
、
結
婚
の
平
均
年
令
は
一
七
・
三
才
で
あ
っ
た
。
こ
の
五
例
の
な
か
で
、

い
ず
れ
も
が
い
わ
ゆ
る
ム
ラ
内
婚
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
木
地
屋
の
同
族
問
題
を
考
え
る
場
合
、
非
常
に
興
味
が
も
た
れ
る
点
と

一
例
を

除
い
て
、

な
っ
て
い
る
。
か
か
る
点
に
関
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
理
由
が
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
木
地
屋
と
し
て
の
純
粋
性
を
保
持
・
持
続
す

る
こ
と
で
、
自
ら
の
同
族
・
同
種
意
識
を
強
調
し
よ
う
と
し
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
点
に
関
連
す
る
も
の
と
し
て
、
氏
子
巡
回
な
ど
を
実

施
し
て
、
全
国
の
木
地
屋
を
統
轄
し
、

一
般
に
木
地
屋
根
元
と
称
さ
れ
て
い
た
蛭
谷
・
君
ケ
畑
の
意
向
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
も
考

え
ら
れ
る
。
が
、
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
は
、
問
題
点
を
提
出
す
る
に
留
め
て
、
今
後
の
研
究
課
題
と
し
た
い
。

次
に
、
第
三
図

(
I
l
E
)
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
全
盛
期
の
井
山
に
お
け
る
若
干
の
木
地
屋
の
系
図
を
作
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
当

時
の
井
山
の
木
地
屋
の
状
態
を
検
討
し
よ
う
。

奥三河における木地屋集落の変貌

第
三
図
(
工
)
は
、
半
造
を
父
と
す
る
喜
三
郎
・
宗
右
ヱ
門
の
両
家
の
系
図
を
、
図
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
両
家
は
、
井
山
に
最
初

に
入
植
し
た
木
地
屋
仲
間
の
一
員
で
あ
り
、

入
植
と
同
時
に
分
家
し
た
こ
と
が
、
役
場
の
資
料
よ
り
判
明
し
て
い
る
。
さ
ら
に
弟
に
あ
た

る
宗
右
ヱ
門
は
、
井
山
の
木
地
屋
仲
間
よ
り
「
ア
ニ
キ
」
と
呼
ば
れ
る
惣
代
で
、
当
時
の
木
地
屋
仲
間
を
統
率
し
て
い
た
実
力
者
で
あ
っ

喜
三
郎
・
宗
右
ヱ
門
の
次
の
世
代
ま
で
は
、

ほ
と
ん
ど

た
お
〉
。
図
中
黒
く
抜
り
つ
ぶ
し
た
の
は
、

木
地
業
を
専
業
と
し
た
者
で
あ
り
、

の
者
が
木
地
業
に
従
事
し
て
い
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
第
三
図

(
E
〉
1

(

W

M

〉
に
図
示
し
た
他
の
家
族
に
つ
い
て

も
、
同
様
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
と
く
に
注
目
に
値
す
る
の
は
、
先
程
説
明
を
お
こ
な
っ
た
木
地
屋
の
ム
ラ
内
婚
の
実
態
が
、
明
確
に
、
確

認
で
き
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
少
々
複
雑
で
は
あ
る
が
、
そ
の
事
例
を
第
三
図
に
図
示
し
た
範
囲
で
求
め
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
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事
例
付

(
工
〉
の
喜
三
郎

(
A
)
の
次
男

(
F
〉
は
、

(
W
H
)

の
由
太
郎

(
E〉
の
三
代
目
の
婿
養
子
に
な
っ
て
い
る
。

事
例
。

同
喜
三
郎

(
A
〉
の
三
女

(
G
〉
は
、
(
亜
〉
の
四
郎
兵
衛

(
D
)
の
養
子

(
L
〉
の
配
偶
者
と
な
っ
て
い
る
。
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井山における木地屋の系図

出所:稲武町役場資料より作成

第3図

(町)



事
例
日
開

磯
次
郎
(
μ
A
)

の
長
男
の
配
偶
者

(
H
〉
は
、

(
W
)
の
喜
十
郎

(
F
)
の
長
女
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
結
婚
形
態
は
、

L 、
わ

ゆ
る
平
行
イ
ト
コ
婚
(
H
M
同

E
-
z
-
8
5百
〉
を
表
わ
し
て
お
り
、
興
味
あ
る
事
例
と
い
え
る

auo

磯
次
郎
(
M
A
)

の
次
男
(
工
〉
は
、
(
市
川
〉
の
喜
十
郎

(
F
)
の
長
男
で
あ
り
、
養
子
と
し
て

A
家
に
入
っ
て
い
る
。

事
例
帥

事
例
伺

宗
右
ヱ
門

(
B
)
の
長
男
鶴
弥
(
W
D
〉
の
配
偶
者

(
J〉
は
、
(
E
〉
の
泰
助
(

C

)

の
三
女
で
あ
る
。

事
例
的

(

E

)

の
泰
助

(
C
)
の
長
男
幸
太
郎

(C)
の
配
偶
者

(
K
)

は、

(
I
)
の
宗
右
ヱ
門

(
B
)

の
長
女
で
あ
る
。

事
例
制

(
E
〉
の
泰
助

(
C
)
の
次
男

(
L〉
は
、
(
E
〉
の
四
郎
兵
衛

(
D
〉
へ
婿
養
子
と
し
て
入
っ
て
い
る
。

奥三河における木地屋集落の変貌

こ
の
よ
う
に
上
述
し
た
七
例
は
、
役
場
の
資
料
か
ら
分
析
し
た
の
で
、
井
山
以
後
の
他
の
地
域
で
結
婚
し
た
場
合
も
多
く
含
ま
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
こ
の
七
例
の
な
か
で
、
と
く
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
(
工
〉
の
宗
右
ヱ
門
と
(
宜
)
の
泰
助
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
娘

(
K
)
・

(
J
)
を
結
婚
さ
せ
て
い
る
点
で
あ
る

av
か
か
る
点
に
典
型
的
に
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
、

結
婚
と
い
う
形
態
が
木
地
屋
の
同
族
意
識

を
強
調
す
る
役
割
を
果
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
結
婚
な
ど
を
通
じ
て
、
仲
間
意
識
を
非
常
に
強
く
も
っ
て
い
た
井
山
の
木
地
屋
は
、
ど
の
よ
う
な
方
法
で
、
椀
・
盆
な
ど

の
木
地
製
品
を
製
造
し
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
把
握
す
る
た
め
に
、
井
山
に
お
い
て
一
番
多
く
製
作
さ
れ
た
木
地
椀
を
例
と
し

て
、
そ
の
加
工
工
程
を
簡
単
に
図
示
し
た
も
の
が
、
第
四
図
で
あ
る
。

ま
ず
木
地
椀
製
造
の
第
一
段
階
は
、
自
宅
か
ら
付
近
の
山
へ
入
り
、
原
木
を
山
中
で
伐
採
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
用
材
と
し
て
は
、

当
地
域
で
は
、
最
高
級
の
も
の
と
し
て
は
、

ケ
ヤ
キ
・
ト
チ
で
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
の
量
が
少
な
く
、
他
に
モ
ミ
・
ツ
ガ
・
ク
リ
な
ど
の

広
葉
樹
が
広
く
使
用
さ
れ
た
。
こ
の
伐
採
は
、
「
キ
リ
タ
オ
シ
」
と
そ
れ
を
横
に
ニ
疋
の
長
さ
に
切
る
「
タ
マ
ギ
リ
」
の
二
工
程
に
、
大

239 

き
く
分
か
れ
て
い
た
。
こ
の
タ
マ
ギ
ら
れ
た
も
の
を
「
ト
ホ
ウ
」
と
称
し
た
。
そ
れ
を
各
々
製
品
の
厚
さ
に
合
わ
せ
て
縦
に
細
く
鋸
で
切
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多 Eアラキドリ一一→田副般一一+I 伐採

↓ 
キリタオシ
↓ 「→ズンドギリー→マルメル*

タマギリ 一一一寸

L一歩ジンギタマー一一+シタゴシラェ**

A.モトヤマ

N アラピキ・一-+V乾燥ー一一+羽チュウビ寺ーー→W乾燥一一→珊アゲビキ-，)
{ 

屯B.自

政ミガキ一一一歩X美濃屋

(原田盛氏などの談による)**ヨコ寺ジ*タテキジ

る
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
「
ズ
ン
ド
ギ
リ
」
と
い
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
ズ
ン
ド

ウ
ギ
り
さ
れ
た
素
材
の
外
側
の
角
を
お
と
し
た
の
を
「
マ
ル
メ
ル
」
と
称
し
た
。

一
方
、
「
ト
ホ
ウ
」
を
、
さ
ら
に
横
に
再
分
割
す
る
こ
と
を
「
ジ
ン
ギ
タ
マ
」
と

い
い
、
こ
の
よ
う
に
し
て
と
ら
れ
た
素
材
の
一
角
を
あ
と
に
し
た
の
を
「
シ
タ
ゴ

シ
ラ
エ
」
と
呼
ん
だ
。
そ
し
て
、
そ
の
前
者
を
「
タ
テ
キ
ジ
」
、
後
者
を
「
ヨ
コ

キ
ジ
」
と
称
し
、
井
山
で
は
、
後
者
が
そ
の
大
部
分
を
占
め
て
い
た
。
こ
の
工
程

木地椀の加工工程

が
終
了
す
れ
ば
、
第
二
工
程
で
あ
る
「
ア
ラ
キ
ド
リ
」
と
呼
ば
れ
る
作
業
に
入
つ

た
。
そ
れ
は
、
「
ア
テ
ダ
イ
」
と
い
う
木
製
の
台
の
上
に
「
タ
テ
キ
ジ
」
あ
る
い

は
「
ヨ
コ
キ
ジ
」
を
固
定
し
、
手
斧
・
詑
な
ど
で
再
度
外
型
を
整
え
、
そ
の
後
さ
ら

に
チ
ョ
ウ
ナ
で
内
側
を
割
る
作
業
で
あ
っ
た
。
こ
の
剖
る
工
程
を
、
「
ナ
カ
ホ
リ
」

第4図

あ
る
い
は
「
ナ
カ
キ
リ
」
と
呼
ぶ
場
合
も
あ
っ
た
。
以
上
の
作
業
を
「
ア
ラ
キ

ド
リ
」
と
い
い
、
こ
の
よ
う
に
し
て
ア
ラ
キ
ド
リ
さ
れ
た
素
材
は
、

カ
マ
ス
に
入

れ
ら
れ
、

ム
ラ
の
自
宅
内
に
あ
る
作
業
場
へ
運
ば
れ
た
。
こ
の
工
程
ま
で
は
、
山

中
で
行
わ
れ
た
の
で
、
全
体
を
「
モ
ト
ヤ
マ
」
と
称
し
た
。
そ
の
後
、
自
宅
に
お

い
て
、

ロ
グ
ロ
に
か
け
る
の
で
あ
る
。
最
初
は
「
ア
ラ
ピ
キ
」
と
い
っ
て
、
外
側

お
よ
び
内
側
を
ア
ラ
シ
コ
と
呼
ば
れ
る
ロ
グ
ロ
カ
ン
ナ
で
削
っ
て
い
く
作
業
で
あ

る
。
こ
の
当
時
、
井
山
で
使
用
さ
れ
た
ロ
グ
ロ
は
、
手
回
し
の
二
人
引
き
の
木
製
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第3表木地製品の出荷先

お山
m
Q
憾
川
駅
闘
要
V

食
品
吋
む
お

υ品定
'
M
川
原

11 
種 類 |収入|甲本| 代 価 |敷金| 太 賃 |附出人

栃二度引八拾椀 四十入 弐 甲 五十人二五替四円 黒田治太郎

一 同蓋二度引八拾椀 四十入 弐 甲 二三替三円六十八銭

月
栃弐度引茶津 三百入 四 甲 二三替九円弐拾銭

一
日 撫柾菓子椀 百弐十入 壱 甲 二百人二五替弐円七拾五銭

栃柾葉子椀 百弐十入 声じ& 甲 * 
計 甲|拾九肘三銭

ムノ、
上引八寸九十入 九十入 七 本 拾壱円二銭五毘 明川桑三郎

月
四
上引九寸 七十入 五 本 八円五銭日

計 !拾弐甲| 円 一四十銭

同
申

N

出荷先は名古屋市伝馬町鬼頭藤十郎である。

*記載なし

出所:稲武町森林組合
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に
そ
の
後
、
約
二
週
間
、
今
度
は
天
井
裏
な
ど
で
乾
燥
さ
せ
、
そ
れ
が
終
わ
る
と
、

ま
た
ロ
ク
ロ
に
か
け
た
の
で
あ
る
。
こ
の
作
業
で
使

用
す
る
ロ
ク
ロ
カ
ン
ナ
は
、

ナ
デ
シ
コ
と
い
い
、
椀
の
型
を
整
え
る
程
度
で
あ
っ
た
。
以
上
合
計
三
回
に
わ
た
る
ロ
グ
ロ
か
け
が
終
了
す

る
と
、
「
ト
ク
サ
」
を
使
っ
て
製
品
を
み
が
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
完
成
す
る
と
、

い
わ
ゆ
る
白
木
地
と
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、

そ
れ

は
、
木
地
問
屋
で
あ
る
美
濃
屋
ま
で
運
ば
れ
た
。
そ
し
て
、
そ
こ
で
、
漆
な
ど
の
塗
装
が
施
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

上
述
の
よ
う
な
加
工
工
程
を
通
し
て
製
作
さ
れ
た
椀
を
中
心
と
す
る
木
地
製
品
は
、
ど
こ
へ
出
荷
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
か
、
こ
の
点
に
関

す
る
資
料
は
、
現
在
で
は
ほ
と
ん
ど
残
存
し
て
お
ら
ず
、
出
荷
先
・
価
格
な
ど
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
ご
く
一

部
が
、
第
三
表
に
表
示
し
た
よ
う
な
形
式
で
残
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
年
代
は
確
定
で
き
な
い
が
、
美
濃
屋
が
、
木
地
椀
な
ど
の

木
地
製
品
を
、
名
古
屋
市
の
伝
馬
町
に
出
荷
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
他
の
資
料
か
ら
認
め
ら
れ
た
出
荷
先
と
し
て
は
、
大
阪
市
の

西
長
堀
と
桑
名
市
が
あ
げ
ら
れ
る
。
以
上
よ
り
推
定
の
域
を
出
な
い
が
、
井
山
で
製
作
さ
れ
た
木
地
製
品
は
、
名
古
屋
・
桑
名
を
中
心
と

す
る
中
京
圏
ま
た
は
大
阪
を
は
じ
め
と
す
る
近
畿
圏
に
出
荷
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

玉
、
崩
壊
の
プ
ロ
セ
ス

前
述
し
た
よ
う
に
、
明
治
二
五
年
前
後
に
お
い
て
、
井
山
で
は
、
木
地
業
が
そ
の
全
盛
期
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
明
治
二
九
年

頃
を
境
に
し
て
、
原
木
が
減
少
し
始
め
た
。
そ
の
た
め
、
井
山
に
結
集
し
た
木
地
屋
も
、
木
地
業
に
専
念
す
る
こ
と
が
非
常
に
困
雑
に
な

っ
て
き
た
。
か
か
る
状
態
は
、
第
二
表
か
ら
も
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
時
期
に
、

か
よ
う
な
木
地
屋
に
多
く
の
援
助
を
与
え
た
の
が
、

カミ

マコ

て
、
井
山
官
有
林
の
払
下
げ
に
多
く
の
貢
献
を
行
っ
た
奥
三
河
の
豪
農
古
橋
障
見
の
子
義
貞
で
あ
っ
た

a〉
。
義
貞
は
、

以
前
北
設
楽
郡

の
初
代
の
郡
長
と
い
う
要
職
を
勤
め
た
人
物
で
あ
り
、
と
く
に
父
の
意
志
を
継
い
で
、
植
林
事
業
に
は
力
を
入
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。



そ
し
て
、
こ
の
義
貞
が
中
心
に
な
っ
て
、
宮
内
省
御
料
局
に
御
林
の
払
下
げ
の
申
請
を
行
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

義
貞
は
、

当
時
、

父
暗

白
山
と
懇
意
で
あ
っ
た
御
料
局
官
吏
田
中
長
嶺
に
、
こ
の
払
下
げ
の
件
を
相
談
し
た
。
こ
の
件
を
承
諾
し
た
田
中
は
、
知
友
の
品
川
弥
二
郎

-
副
島
種
臣
ら
に
、
井
山
植
林
の
実
績
の
事
実
を
列
挙
し
て
、
木
地
屋
の
入
植
が
植
林
に
有
利
な
こ
と
を
唱
い
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ

う
な
品
川
・
副
島
ら
を
は
じ
め
と
す
る
中
央
政
界
の
実
力
者
の
努
力
に
よ
り
、
井
山
の
西
方
、
名
倉
川
の
上
流
に
あ
る
段
戸
御
料
林
の
払

下
げ
が
確
定
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
明
治
二
九
年
冬
の
こ
と
で
あ
っ
た

av

こ
の
確
定
を
受
け
る
と
、
直
ち
に
大
蔵
磯
次
郎
(
き
・
大
蔵
栄
太
郎
・
大
蔵
末
吉
ら
六
戸
が
段
戸
の
西
川
谷
に
ム
ラ
ヅ
ク
リ
を
開
始
し
、

定
着
を
始
め
た
。
そ
し
て
翌
年
に
は
大
蔵
磯
吉
ら
二
戸
が
段
戸
に
来
住
し
、
木
地
業
を
営
む
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
井
山

の
木
地
屋
の
う
ち
、
合
計
八
戸
が
段
戸
に
移
住
し
、
再
び
木
地
業
に
従
事
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
原
木
が
不
足
を
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生
じ
だ
し
た
井
山
の
木
地
屋
は
、
そ
の
一
部
が
、
木
地
業
を
継
続
す
る
た
め
新
天
地
段
戸
に
再
結
集
し
た
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
わ
ず
か
な
原
木
を
頼
り
に
、
ま
だ
井
山
で
木
地
業
を
細
々
と
営
む
木
地
屋
も
存
在
し
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
最
後

ま
で
弁
山
に
残
っ
て
木
地
業
に
従
事
し
た
の
は
、
白
上
儀
市
で
あ
っ
た
。
か
れ
は
、
明
治
三
九
年
ま
で
、
当
地
域
で
木
地
業
を
営
ん
で
い

た
。
し
か
し
、
こ
の
白
上
を
最
後
に
、
わ
ず
か
二

O
年
で
、
木
地
屋
集
落
井
山
は
、
そ
の
終
り
を
告
げ
た
の
で
あ
る

av

か
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
を
経
過
し
て
、
井
山
は
、

ム
ラ
と
し
て
の
機
能
が
停
止
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
機
会
に
、
そ
の
大
部

分
は
、
木
地
業
に
見
切
り
を
つ
け
、
名
古
屋
・
東
京
へ
と
他
に
職
を
求
め
て
転
出
し
て
い
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
多
数
の
木
地
屋

が
転
出
し
た
の
に
対
し
て
、
上
述
の
如
く
、
大
蔵
磯
次
郎
を
先
頭
に
八
戸
の
木
地
屋
は
、
木
地
業
を
継
続
す
る
た
め
に
、
段
戸
に
住
み
つ
い
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た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
明
治
時
代
も
後
半
に
な
る
と
、
維
新
後
の
生
活
様
式
の
変
化
あ
る
い
は
当
地
に
専
門
の
木
地
問
屋
が

な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
流
通
面
で
の
不
備
な
ど
か
ら
、
当
地
の
木
地
業
は
、
井
山
ほ
ど
盛
ん
に
実
施
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
他
地
域
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同
様
、
こ
の
時
期
に
な
る
と
、
木
地
業
の
み
で
は
次
第
に
生
活
が
し
に
く
く
な
り
、
春
か
ら
夏
に
か
け
て
は
植
林
・
下
刈
り
の
山
仕
事
を

し
、
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
山
仕
事
が
少
な
い
時
期
に
、
細
々
と
ロ
ク
?
を
引
く
と
い
う
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
、

段
戸
御
料
林
は
、
明
治
二
九
年
以
来
、
毎
年
約
百
町
、
ず
つ
の
払
下
げ
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、
大
正
時
代
に
な
る
と
、
そ
の
払
下
げ
自
体
も

減
少
し
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
大
正
九
年
を
も
て
、
木
地
業
の
経
営
は
、
中
止
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
後
は
、

段
戸
に
い
た
木
地
屋
は
、
そ
の
大
半
が
名
古
屋
・
豊
橋
へ
と
職
を
求
め
て
下
山
し
た
り
、
あ
る
い
は
山
に
残
っ
て
も
、
転
業
し
て
炭
焼
き

に
従
事
す
る
な
ど
し
て
、

一
人
・
一
人
と
段
戸
を
去
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
っ
た
(
む
。

六
、
ま
と
め

木
地
屋
集
落
井
山
は
、
こ
れ
ま
で
論
じ
て
き
た
如
く
、
木
地
屋
自
身
が
ム
ラ
ゾ
ク
リ
を
実
施
し
た
非
常
に
数
少
な
い
事
例
の
一
つ
で
あ

る
。
し
か
も
ム
ラ
ヅ
ク
リ
後
、
わ
ず
か
二

O
年
で
、

ム
ラ
自
体
が
消
滅
す
る
と
い
う
大
変
特
異
な
ケ
I
ス
の
木
地
屋
の
ム
ラ
で
あ
っ
た
。

こ
の
井
山
の
事
例
も
、

か
つ
て
筆
者
が
調
査
を
試
み
た
糸
魚
川
市
大
所
木
地
屋
(
号
な
ど
と
同
様
に
、

参
考
に
し
う
る
諸
資
料
が
少
な

く
、
と
く
に
井
山
の
崩
壊
プ
ロ
セ
ス
に
関
す
る
も
の
は
、
皆
無
に
等
し
い
と
い
う
大
き
な
弱
点
を
含
ん
で
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ

に
も
増
し
て
、
多
く
の
問
題
点
が
解
明
で
き
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
う
ち
、
と
く
に
重
要
な
点
を
要
約
す
る
と
、

)
 
1
 
(
 

井
山
は
、
木
地
屋
独
自
の
力
に
よ
っ
て
、

ム
ラ
ヅ
ク
リ
を
開
始
し
た
の
で
は
な
く
て
、
地
方
の
豪
農
古
橋
家
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
あ

っ
て
、

ム
ラ
ヅ
ク
リ
が
行
え
た
こ
と
。

(2) 

井
山
の
ム
ラ
内
に
、
塗
装
屋
兼
木
地
製
品
の
販
売
屈
を
兼
ね
る
木
地
問
屋
を
も
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
。

(3) 

ム
ラ
ヅ
ク
リ
お
よ
び
そ
の
崩
壊
。
プ
ロ
セ
ス
が
、
年
代
的
に
明
確
に
お
さ
え
る
こ
と
が
で
き
た
最
初
の
事
例
で
あ
る
こ
と
。



の
三
点
に
な
ろ
う
と
思
う
。

と
く
に
、
地
方
の
豪
農
の
い
わ
ば
経
営
政
策
の
一
部
に
、
木
地
屋
が
組
み
込
ま
れ
た
と
い
う
点
に
、
こ
の
井
山
の
木
地
屋
集
落
と
し
て

の
最
大
の
特
色
が
あ
る
と
指
摘
で
き
る
。

以
上
で
考
察
を
試
み
た
井
山
の
事
例
は
、
筆
者
の
木
地
屋
お
よ
び
木
地
屋
集
落
に
関
す
る
研
究
の
便
宜
的
な
区
分
で
い
え
ば
、

(
C
)
の

木
地
屋
集
落
の
ム
ラ
ヅ
ク
リ
な
ら
び
に
そ
の
変
貌
に
関
す
る
も
の
の
事
例
研
究
で
あ
る
と
い
え
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
〈

C
)
の
内
容
を
、

よ
り
体
系
的
に
把
握
す
る
た
め
に
、

ム
ラ
ヅ
ク
リ
後
、
木
地
屋
が
何
を
主
た
る
専
業
と
し
て
い
る
か
に
よ
っ
て
、
以
下
の
(
W
U

〉
つ
の
類

型
に
区
分
し
た
。
そ
れ
は
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

(
I
)
完
全
な
農
業
集
落
に
変
化
す
る
タ
イ
プ
(
号
。

奥三河における木地屋集落の変貌

(
豆
〉
現
在
で
も
な
お
木
地
業
を
継
続
し
て
い
る
タ
イ
プ
ハ
想
。

〈
E
)
木
地
業
の
技
術
を
応
用
し
て
、
木
地
玩
具
(
こ
け
し
な
ど
)
製
造
を
行
っ
て
い
る
タ
イ
プ
。

(
W
U
)

集
落
を
放
棄
す
る
タ
イ
プ
。

こ
の
な
か
で
、
木
稿
は
、

(
C
〉
の
(

W

M

)

の
典
型
的
な
タ
イ
プ
の
事
例
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
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付
記
本
稿
作
成
に
あ
た
り
、
数
回
に
わ
た
る
実
施
調
査
に
対
し
て
、
多
大
の
示
唆
を
与
え
て
い
た
だ
い
た
鈴
木
冨
美
夫
・
沢
田
久
夫
・
古
橋
和
夫
・

原
因
盛
の
四
氏
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
方
々
に
、
謝
意
を
表
し
ま
す
。
ま
た
、
設
楽
町
立
奥
三
河
郷
土
館
・
同
役
場
・
同
教
育
委
員
会
・
稲
武
町
森

林
組
合
な
ど
の
関
係
諸
官
庁
に
は
、
諸
資
料
収
集
の
際
に
非
常
に
お
世
話
に
な
っ
た
。
今
日
ま
で
絶
え
ず
御
指
導
い
た
だ
い
て
い
る
小
林
・
春
日
・
服
部

の
諸
先
生
を
は
じ
め
と
す
る
大
阪
市
立
大
学
地
理
学
教
室
の
先
生
方
と
と
も
に
、
深
謝
致
し
ま
す
。
な
お
、
本
稿
の
骨
子
は
、
歴
史
地
理
学
会
第
一
一
一
二

回
大
会
に
お
い
て
口
頭
発
表
し
た
も
の
に
、
一
部
訂
正
加
筆
し
た
。
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註

(
1
)

拙
稿
(
一
九
七
二

A
)
「
わ
が
国
に
お
け
る
山
村
研
究
の
系
譜
と
そ
の
問
題
点
1
木
地
屋
の
ム
ラ
の
場
合
l
」
人
文
地
理
二
七
1
四
、
四
六

l

六
七
頁
。

(
2
)

拙
稿
(
一
九
七
八
A
)
「
氏
子
狩
帳
よ
り
み
た
木
地
屋
集
落
の
変
貌
」
歴
史
地
理
学
会
報
九
二
、
二
一

i
二
六
頁
。
同
(
一
九
七
七
)
「
氏
子
狩

帳
よ
り
み
た
木
地
屋
集
落
の
変
貌
(
第
二
報

)
1東
北
地
方
の
場
合
l
l
」
日
本
地
理
教
育
学
会
一
九
七
七
年
度
口
頭
発
表
、
同
研
究
発
表
要
旨
一

一一一

t
一
四
頁
。
同
こ
九
七
八
C
)
「
氏
子
狩
帳
よ
り
み
た
木
地
屋
集
落
の
変
貌

(
3
)
i
四
国
地
方
の
場
合
l
」
人
文
地
理
学
会
)
一
九
七
八
年

度
口
頭
発
表
、
同
研
究
発
表
要
旨
一
三
ハ

t
三
七
頁
。

(
3
)

拙
稿
こ
九
七
六
A
)
「
揖
斐
川
上
流
の
木
地
屋
集
落
の
崩
壊
過
程

l
小
津
の
場
合
l
」
歴
史
地
理
学
紀
要
一
八
、
二
四
九

t
二
七
三
良
。
同

こ
九
七
五
B
)
「
山
陰
東
部
に
お
け
る
木
地
屋
集
落
の
崩
壊
過
程
」
日
本
地
理
学
会
一
九
七
五
年
度
秋
季
大
会
口
頭
発
表
同
予
稿
集
9
、
一
七
九

頁
。
同
(
一
九
七
六

B
)
「
信
州
南
部
に
お
け
る
木
地
屋
集
落
の
変
貌
l
漆
畑
を
事
例
と
し
て

i
」
人
文
地
理
学
会
一
九
七
六
年
度
大
会
口
頭
発

表
、
同
研
究
要
旨
一
八
頁
。
同
(
一
九
七
八
D
)

「
揖
保
川
上
流
の
木
地
屋
集
落
の
変
貌
」
人
文
地
理
学
会
一
九
七
八
年
度
大
会
口
頭
発
表
同

研
究
発
表
要
旨
二
五

t
二
六
頁
。
同
(
一
九
七
八
B
)
「
ム
ラ
ヅ
グ
リ
後
の
木
地
屋
集
落
の
変
貌
l
糸
魚
川
市
大
所
木
地
屋
の
場
合
|
」
康
史

地
理
学
紀
要
二

O
、
二
四
七

l
二
六
八
頁
。

(
4
)

奥
三
河
の
木
地
屋
に
関
す
る
民
俗
学
的
な
報
告
書
と
し
て
は
、
北
設
楽
郡
木
地
屋
研
究
会
編
(
一
九
五
七
)
『
奥
三
河
の
木
地
屋
』
愛
知
県
教

育
委
員
会
教
育
事
務
所
、
お
よ
び
文
化
庁
文
化
財
保
護
部
編
(
一
九
六
九
)
『
木
地
師
の
習
俗
2
、
愛
知
県
・
岐
阜
県
』
平
凡
社
、
に
詳
し
い
。

(
5
)

寛
文
九
年
(
一
六
六
九
)
に
、
代
官
烏
山
牛
之
助
精
明
の
検
地
を
受
け
た
検
地
帳
の
写
し
が
、
旧
国
峯
村
区
有
文
書
と
し
て
、
残
っ
て
い
る
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
当
時
、
田
畑
は
中
畑
お
よ
び
下
畑
だ
け
で
あ
り
、
都
合
六
拾
弐
石
ニ
斗
壱
八
合
の
石
高
が
あ
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

(
6
)

こ
の
よ
う
に
、
木
地
屋
が
大
き
な
ム
ラ
を
形
成
で
き
な
か
っ
た
の
は
、
後
述
す
る
井
山
の
如
く
、
江
戸
時
代
中
期
以
後
、
こ
の
地
域
の
山
林
は

幕
府
の
御
林
と
な
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

(
7
)

本
史
料
は
、
設
楽
町
大
字
西
納
庫
貝
津
田
区
有
文
書
で
あ
り
、
天
文
一
一
一
甲
午
年
(
一
七
三
八
)
八
月
の
日
付
が
あ
る
。

(
8
)

例
え
ば
、
新
潟
県
糸
魚
川
大
所
木
地
屋
で
は
、
氏
子
巡
回
は
、
君
ケ
畑
の
み
と
い
う
よ
う
に
通
説
通
り
の
木
地
屋
の
ム
ラ
も
存
在
す
る
(
前
掲

(
3
)
一
九
七
八
B
参
照
)
。
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(
9
)

こ
の
点
に
関
し
て
は
、
稲
武
町
古
橋
家
所
蔵
文
書
で
、
明
治
七
年
二
月
二
六
日
付
け
の
「
官
林
御
下
願
」
と
い
う
史
料
に
よ
っ
て
、
裏
づ
け
さ

れ
る
。
な
お
、
御
林
以
前
の
井
山
の
共
有
林
に
つ
い
て
は
、
所
理
喜
夫
(
一
九
七

O
〉
「
愛
知
県
北
設
楽
郡
稲
武
町
稲
橋
区
の
共
有
林
制
度
|
一
一
一

州
稲
橋
村
と
豪
農
古
橋
障
見
の
関
連
に
お
い
て

l
」
徳
川
林
政
史
研
究
所
『
研
究
紀
要
』
(
芳
賀
登
編
ご
九
七
六
)
『
豪
農
古
橋
家
の
研
究
』
雄

山

閣

二

O
七

t
二
三
八
頁
に
再
録
)
に
詳
し
い
。

(
印
)
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
前
掲
(
9
)
の
補
注
、
三
州
設
楽
郡
稲
橋
村
共
有
山
〔
井
山
〕
略
年
表
(
二
三
二

t
二
三
八
頁
)
参
照
。

(
日
)
こ
の
間
の
事
情
に
関
し
て
は
、
古
橋
茂
人
二
九
七
七
)
『
古
橋
家
の
歴
史
』
古
橋
会
に
詳
し
い
。

(
ロ
)
本
史
料
は
、
稲
武
町
森
林
組
合
所
蔵
文
書
で
あ
る
。

(
日
)
古
橋
隠
見
に
つ
い
て
は
、
芳
賀
登
(
一
九
七
二
)
『
地
方
史
の
思
想
』
日
本
放
送
出
版
協
会
二
四
一

i
二
二
二
頁
、
同
編
前
掲
(
9
)
に
詳
し

vv 

(
リ
H
)

前
掲
(
9
)
一一一一

0
1二
二
六
参
照
。

(
日
)
井
山
の
木
地
屋
の
寄
留
屈
の
存
在
に
つ
い
て
、
沢
田
久
夫
氏
の
教
示
を
受
け
た
。

(
日
)
寄
留
屈
に
記
載
さ
れ
て
い
る
一
六
名
の
木
地
屋
の
本
籍
は
、
滋
賀
県
愛
知
郡
東
小
椋
村
大
字
蛭
谷
が
二
名
、
同
君
ケ
畑
が
一

O
名
、
長
野
県
下

が
四
名
と
な
り
、
一
般
に
木
地
屋
の
根
元
と
さ
れ
て
い
る
君
ケ
畑
・
蛭
谷
が
多
い
。

(
口
)
前
掲
(
9
)
に
よ
る
と
、
明
治
一
九
年
、
木
地
屋
が
井
山
入
植
と
同
時
に
、
大
規
模
な
植
林
も
開
始
さ
れ
、
そ
れ
は
明
治
三
六
年
ま
で
続
け
ら

れ
、
総
計
は
回
二
一
二
、

0
0
0本
に
も
及
ん
だ
。

(
四
)
美
濃
屋
と
木
地
屋
と
の
関
係
は
、
い
わ
ゆ
る
オ
ヤ
カ
タ
・
コ
カ
タ
の
関
係
と
い
え
る
。

(
ゆ
)
原
田
盛
氏
の
指
摘
に
よ
る
。

(
却
)
外
見
上
は
、

(
F
)
が
養
子
と
な
っ
た
た
め
に
、
複
雑
と
な
っ
て
い
る
が
、

(
F
)
は、

(
H
)
の
配
偶
者
の
父
の
弟
で
あ
り
、

(
H
)
は
そ
の
娘

で
あ
る
。
平
行
イ
ト
コ
婚
に
関
し
て
は
、
。
・
広
三

E
g
H
E回目
(
H

宏
吋
)
八
円
、

g
g
E
2
2
2
巴
bEgg-芯
白
骨

S
F
H
g広
V
F江
田
(
馬
淵

・
田
島
監
訳
二
九
七
七
『
親
族
の
基
本
構
造
上
・
下
』
番
町
書
房
)
の
第
四
章
・
二
章
同
訳
書
上
巻
、
二
二
八

t
二
七
九
頁
)
お
よ
び
同
(
一

九
二
六
)
t
4
Z
F
B
若
Z

(
戸
戸
・

2
目立

B

E

J向
告
の
ロ
]
Z
5
8弘

ω
3
5『
=
Z
2司
J

『
。
長
)
(
祖
父
江
訳
編
こ
九
七

O)
『
文
化
人
類

学
リ

1
デ
ィ
ン
グ
ス
』
誠
信
書
房
、
一

J
二
八
頁
)
参
照
。

(
幻
)
両
者
は
、
各
々
同
じ
日
に
結
婚
し
て
い
る
。
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(
詑
)
後
に
は
足
踏
み
式
の
ロ
グ
ロ
も
使
用
さ
れ
た
が
、
弁
山
で
は
あ
ま
り
普
及
し
な
か
っ
た
(
原
田
盛
氏
談
に
よ
る
)
。

(
幻
)
前
掲
(
日
)
に
詳
し
い
。

(
U
A
)

稲
武
町
森
林
組
合
の
史
料
に
よ
る
。

(
お
)
磯
次
郎
は
、
段
戸
開
拓
に
力
を
入
れ
、
表
彰
状
を
、
大
正
二
一
年
に
段
嶺
村
教
育
委
員
会
(
現
設
楽
町
)
よ
り
受
け
て
い
る
。

(
部
)
そ
の
存
在
が
わ
ず
か
二

0
年
間
し
か
た
っ
て
い
な
い
も
の
を
、
厳
密
に
ム
ラ
と
い
え
る
か
ど
う
か
、
今
後
検
討
を
要
す
る
が
、
本
稿
で
は
、

応
ム
ラ
と
し
て
位
置
づ
け
て
お
い
た
。

(
幻
)
当
時
の
事
情
に
関
し
て
は
、
熊
谷
好
恵
・
沢
田
久
夫
・
原
田
盛
氏
な
ど
多
く
の
人
々
の
教
示
に
よ
っ
た
。

(
却
)
前
掲
(
3
)
一
九
七
八
B
参
照
。

(
却
)
例
え
ば
、
前
掲
(
3
)
一
九
七
六

A
、
同
一
九
七
二
、
同
一
九
七
八
D
、
同
一
九
七
八
B
。

(
ぬ
)
例
え
ば
、
前
掲
(
3
)
一
九
七
六
B
。




